
神戸看護学会誌　投稿規程

1．投稿内容

　投稿原稿は看護学およびその関連領域のものとし、他誌に発表されていないものに限る。

2　投稿者の資格

　　著者および共著者は、すべて本学会の会員に限る。ただし、編集委員会から依頼された原稿についてはこ

　の限りではない。

3　投稿論文の種類

　投稿原稿の種目は論説、総説、原著、研究報告、実践報告、資料であり、それぞれの内容は下記のとおり

　である。

1）論　　説

　　　看護実践、看護教育、看護管理など特定のテーマに関する解説、展望、提言をまとめたもの。

2）総　　説

　　特定のテーマについて多面的に内外の知見を集め、また文献などをレビューして、当該テーマについ

　　て総合的に学問的状況を概説し、考察したもの。

3）原　　著

　　　研究そのものが独創的で、自分の得たデータに基づいて、新しい知見や理解が論理的に示されてお

　　り、その意義が明らかであるもの。

4）研究報告

　　　内容的に原著論文には及ばないが、研究結果の意義があり、看護およびその関連領域への示唆や発展

　　に寄与すると認められるもの。

5）実践報告

　　　看護実践、看護教育、看護管理などの実践に関する報告および事例報告で、公表の意義があると認め

　　られるもの。

6）資　　料

　　　上記の分類に該当しないもので、記録にとどめる価値があるもの、その他編集委員会が資料的価値が

　　あると認めたもの。

4　倫理的配慮

　　文部科学省・厚生労働省の「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針」（2021年6月30日

施行）および「人を対象とする生命科学・医学系研究に関する倫理指針ガイダンス」（2021年4月16日）を

　踏まえ、人および動物が対象である研究は、倫理的に配慮され、その旨が本文中に明記されていること。倫

　理審査を受けた場合、その承認番号を本文中に明記すること。また利益相反についても明記すること。

5．原稿執筆要領

　1）原稿は原則として、ワードプロセッサーで作成する。

　2）原稿はA4判縦置きとし、文字は横書きで、1行の文字数を35字、1ページの行数を28行（約1，000字）

　　　とし、適当な行間をあける。その際、各頁の下中央に頁数を記入する。数字および英字は原則として半

　　　角にする。

Journal　of　Kobe　Academy　ofNursing　Science　vol．8，No．1，2024　　39

Presented by Medical*Online



3）原稿は、原本と副本の2編を提出する。原稿（原本）には表紙を付し、原稿の種目、表題、英文表題、

　　著者名（日本語・英語の両表記）、所属機関名（日本語・英語の両表記）、図、表および写真などの枚数

　　を書き、キーワードを日本語、英語でそれぞれ3～5語程度記述する。また、著者全員の会員番号、編

　　集委員会への連絡事項および連絡者の住所、氏名、電話番号、E－mailアドレス、希望する別刷部数など

　　を付記すること。原稿（副本）にも表紙を付し、原稿の種目、表題、英文表題、図、表および写真など

　　の枚数、キーワード（日本語、英語）のみを記載する。また、本文中の氏名、所属、倫理審査機関名、

　　謝辞のほか、著者が特定される可能性のある事項はすべて伏せて記載する。投稿論文は、本文、文献、

　　図表、写真を含めて16枚以内とする。これを超えるものは受け付けない。

4）すべての投稿論文には、600字程度の和文抄録をつけること。原著には300語前後の英文抄録をつけるこ

　　と。原著以外で英文抄録をつけてもかまわない。英文抄録は必ず専門家または英語母国語者のチェック

　　をうけること。

5）英文投稿の場合も原稿はA4判でダブルスペースとし、1頁あたり400語程度とする。また英文抄録、和

　　文抄録については和文原稿と同様とする。さらに英文は投稿者の責任において専門家の校閲を受け、投

　　稿時にはその証明となる書類を添付すること。表紙には原稿種類、表題、著者名、所属機関名、3～5

　　語程度のキーワードを記述するが、上記項目すべての日本語も併記すること。

6）外国語はカタカナで、外国人名や日本語訳が定着していない学術用語などは原則として活字体の原綴り

　　で記述する、，

7）本文で繰り返し使用される語は略語を用いて良いが、初出の時は完全な用語を用い、以下に略語を使用

　　することを明記する。

　　　例）ventilator　associated　pneumonia（以下VAPと略す）

　　　なお一般によく使われている略語はそのまま使用しても良い。

8）図表および写真は、日本語表記とし、図1、表1、写真1などの通し番号をつけ、本文とは別に一括し、

　　本文原稿右欄外にそれぞれの挿入希望位置を朱書きする。

9）文献の記載：原則としてAPA（American　Psychologica1　Association）の文献表記に従う。

　（1）本文中の引用文献に関して

　　　①　文の引用箇所に筆頭著者名、発行年、引用ページを括弧表記する。

　　　　・直接引用の場合

　　　　　【例】「引用文」（山口，2011，p．3），山口（2011）「引用文」（p．3）

　　　　・文献を要約して本文中に引用する場合は、要約した文章（著者，発行年）

　　　　　【例】～であることが明らかにされている（山口，黒田，2011）。

　　　　・同じ主張を複数の人がしている場合、発行年の早い順番から記載する

　　　　　【例】～だと主張している（山口，2011；黒田，2014）。

　（2）引用参考文献のリストの記載方法

　　　①　記載方法と著者の記載について

　　　　・最後に一括して記載し、筆頭著者名のアルファベット順に配列する。なお、同一著者による文

　　　　　献が並ぶ場合は年代順とし、同一著者による同年発表の文献が並ぶ場合は、1980a，1980b…と

　　　　　する。著者は3名までを表記する。なお、著者が4名以上の場合は3名のみ記入し、以下は

　　　　　一一他”，“eta1．”とする。

　　　　・著者が団体や機関である場合、原則として略称ではなく公式名称を用いる。

　　　　・文献は各々1列目から書き出し、次の行からは1文字下げて記載する。

　　　　・文献雑誌名を省略する場合は原則として和文は医学中央雑誌、欧文はIndex　Medicusの採用する

　　　　　略語を用いる。いずれも該当しないものは正式雑誌名を記載する。
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②文献の表記方法について

　く雑誌掲載論文〉

　　著者名（発行年）．表題：副題雑誌名，巻（号），頁一頁．

　〈書籍〉

　　著者名（発行年）．書名．出版地：出版社．

　〈編集図書の一部を利用した場合〉

　　章の著者名（発行年）．章のタイトル．編著者名．書名（pp．頁一頁）．出版地：出版社．

　〈翻訳書〉

　　原著者名（原書発行年），訳者名（訳書発行年）．訳書名（版数），出版社．（原著名：英著書名，版数）

　　【例】

　　Greenhalgh，　T（1997），今西二郎，渡邊聡子訳（1999）．　EBMがわかる一臨床医学論文の読み方一

　　（初版）．金芳堂．（原著名：How　to　Read　a　Paper：The　Basics　of　Evidence－based　Medicine）

　〈電子文献〉

　・オンライン上の定期刊行物

　　著者名（発行年）．記事タイトル．定期刊行物の名称，頁一頁．検索した月日．年号，情報源

　　（URL等）．

　　【例】

　　新谷歩（2011）．医療統計学の基礎　EBM実現のために知っておきたいこと．週刊医学界新聞

　　第2912号．2011年1月17日閲覧．東京：医学書院．http：／／、vxvw．igaku－shoin．co．jp／paperDetail．do～idニ

　　PAO291203

　・オンライン上の文章（原則として）

　　著者名．（発行年）．記事タイトル．検索月日．年号，情報源（URL等）．

6．投稿手続き

　1）投稿原稿はメールに添付して送付する。

　2）別紙の投稿時チェックリストを添付する。

　3）投稿原稿は、パスワードをつけたPDFファイルとする。メールの件名は「投稿原稿」とし本文には「投

　　　稿者氏名、所属」を記載すること。原稿のPDFファイルと投稿時チェックリストをメールに添付して

　　　下記に送付すること。PDFファイルのパスワードは別便メールで送ること。

　　　　送付先メールアドレス：toukou＠kobeans．jp

　4）採用が決定した最終原稿は、WOrd・Excelまたはテキストファイルにて提出する。

7．原稿の受付および採否

　1）原稿の受付は随時行う。

　2）上記6の手続きを経た原稿のメール受信日を受付日とする。投稿原稿に不備がある場合は、返却修正

　　　を求め，再投稿された日をもって受付日とする（受付日と到着順に付す受付番号を投稿者に通知する）。

　3）投稿原稿の採否および原稿の種類は査読を経て、編集委員会が決定する。

　4）編集委員会の判定により、原稿の修正および原稿の種類の変更を投稿者に求めることがある。この場合、

　　　査読結果通知書の日付から1ヶ月以内に再提出すること。また特別な事情があり1ヶ月以内に再提出困

　　　難な場合は、編集委員会にその旨を文書にて連絡すること。連絡なく1ヶ月以上再提出されない論文に

　　　ついては投稿を辞退したものと見なす。

　5）投稿された論文は理由の如何を問わず返却しない。
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8　著者校正

　　査読を経て、編集委員会に受理された投稿原稿について、著者による校正は1回のみとする。なお、校正

　の際の内容の加筆や削除は原則として認めない。

9　著作権

　掲載された論文の著作権（印刷・複写などの複製権、翻訳権、二次使用権、インターネットによる公衆送

信権など）は、本学会に帰属する。本学会誌に最終原稿を提出した時点で、著者・共著者全員が著作権譲

渡に同意したものとみなす。本学会の承諾なく、他誌に転載することを禁ずる。

　　ただし本学会誌に掲載された著作物をその著作の著者・共著者自身が利用する場合、本学会は原則として

異議申し立てをしない。その場合、利用に際しては出典を明らかにするものとする。

　　また著者・共著者の所属機関のリポジトリ等に当該論文を掲載する場合には、別途申請し許可を得ること。

10．著者が負担すべき費用

　1）掲載料：原則として無料とする。ただし規定枚数を超過した分については所要経費を著者負担とする。

　2）別刷料：別刷はすべて実費を著者負担とする。別刷を希望する場合は、投稿論文表紙に必要部数を記載

　　　すること。

　3）その他：図表等、印刷上、特別な費用を必要とした場合（カラー印刷など）には著者負担とする。

附則

　1）この規程は、平成28年12月22日から実施する．

　2）この規程は、2021年9月10日から実施する。

　3）この規程は、2021年12月8日から実施する。

　4）この規程は、2022年2月4日から実施する。
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神戸看護学会誌　投稿時チェックリスト

論文投稿前には以下の項目についてチェック（図印をつける）して、論文とともにお送りください。

口著者および共著者はすべて本学会の会員である。

口原稿の内容は看護学およびその関連領域のものであり、他誌に発表・投稿されていない。

口希望する原稿の種類が記載してあり、規定枚数の範囲内である（規定枚数以上は著者負担）。

口原稿には表紙をつけ、以下の内容が記入してある。

　　口原稿の種目

　　口表題

　　口英文表題

　　口著者名（日本語、英語の両表記）

　　口所属機関名（日本語、英語の両表記）

　　口図、表および写真などの枚数

　　ロキーワード（日本語、英語でそれぞれ3～5語程度）

　　口著者および共著者全員の会員番号

　　］連絡先の住所、氏名、電話番号、ファックス番号、E－mailアドレス、編集委員会への連絡事項

口原著の場合、300語前後の英文抄録と600字程度の和文抄録をつけている。また論説、総説、研究報告、実践

　報告、資料は600字程度の和文抄録をつけている。

口A4版横書きで、1行の文字数は35字、1ページの行数は28行としている。

口本文の各ページの中央下に頁数が記入してある。

口数字および英字は半角となっている。

口外国語はカタカナで、外国人名や日本語訳が定着していない学術用語などは活字体の原綴りである。

口頻度が多くない略語は、初出時に完全な用語を用い、以下に略語を使用することを書いてある。

口図表は日本語表記とし、図、表、写真には通し番号をつけ、本文とは別に一括している。

口図、表、写真の挿入希望位置を原稿本文の右欄外に朱書きしている。

口倫理的配慮が必要な論文は、その内容を記載している。

口文献の記載は、原則としてAPA（American　Psychological　Association）に従っている。

　　口本文中の引用文献の表記は（筆頭著者名，年号，引用頁）としている。

　　口本文中の参考文献の表記は（筆頭著者名，年号）としている。

　　口文献リストは以下の内容で記述している。

　　　　口雑誌掲載論文、書籍、編集図書の一部を利用した場合、翻訳書、電子文献など各媒体の記載方法に

　　　　　従っている。

　　　　口最後に一括して記載し、筆頭著者名のアルファベット順に配列している。

　　　　口同一著者による文献が並ぶ場合は年代順としている。

　　　　口同一著者による同年発表の文献が並ぶ場合は、発表年の後ろにアルファベットをつけて1980a、

　　　　　1980bなどとしている。

　　　　口著者は3名までを表記する。著者が4名以上の場合は3名のみ記入し、以下は“他”、“et　al．”としている。

口投稿原稿は2部（うち1部は副本）とし、このチェックリスト1部を添付している。

口副本の表紙は、著者名、所属、会員番号、連絡先など投稿者が特定できる情報を削除している。また複写の

　本文中からも投稿者が特定できる情報（特定の学会発表や所属大学、指導教員などの情報）を削除している。

口誤字・脱字、文章表現上の問題がない。

作成日 筆頭著者サイン
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